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らを約20種混合した家屋塵(以後「混合家屋塵」と称す)を，脱脂後りん酸緩衝液 CpH 7.4, 0.02M) 
で抽出し，抽出液を脱イオン水に対して透析してから membrane filtea No. 5 で炉過して， 炉1夜を
凍結乾燥した。これが単一家屋鹿粗抽出物 CíHDiJ と略す)および混合家屋塵粗抽出物 CíHDJ と略
す)である。
HD の 0.5μgjO.025ml 滅菌生理食塩液溶液で、患者に皮内反応検査をすると， 75%が陽性を示した






抗 HD モノレモット血清に対し， HD は，寒天ゲ、ノレ内沈降反応(二重拡散法)で 2 本の沈降線を形成
したが， HD 溶液を沸騰水浴中で 5 分間加熱すると沈降線を形成しなくなった。しかし，皮内反応活
ハU
性は， 5 分， 10分， 30分， 60分の加熱でも変化が認められなかった。そこで，アレルゲンは上記ゲノレ
内沈降反応で認められた抗原性物質とは異なった物質であろうと考えた。
HD を Sephadex G 50 でゲノレ炉過して， exc1ude (Fr. 2) および inc1ude の分画 (Fr.3 および
Fr.4) に分けると，皮内反応活性は exc1ude 分固に存し，この分画では， 280mμ 吸光成分および糖
成分が一致して流出した。また，乙の分画の収量は，重量法で12%であった。
HDi4 種のゲノレ炉過でも，類似のクロマ卜グラムが認められ， 皮内反応活性は exc1ude 分画に強
かっ 7こ。
ついで， HD のゲソレ炉過活性分画を CMーセノレロース カラム クロマトグラフイーで分画すると，
吸着されない成分 (CM 1) と O.lN NaOH. 0.3M NaCl で溶出される成分 (CM2) とにわかれ，皮
内反応活性は吸着されない分画に強かった。 この活性分画では， 280mμ 吸光成分および糖成分が一
致して流出し，収量は重量法で18%であった。
CMーセノレロースに吸着されない分画を， さらに DEAEーセノレロース カラム クロマトグラフイー
で，吸着されない成分 (DEAE 1) , pH7.4, 0.02M りん酸緩衝液から 0.2M KH2P04, 2M NaCl への
gradient elution で pH 7.0, O.lM NaCl の附近に溶出される成分 (DEAE 2) , O.lNHCl, 2M NaCl で
溶出される成分 (DEAE 3) に分画した。皮内反応活性は DEAE2 に最も強く， DEAE 1 ~こも弱いな
がら活性が認められ， DEAE2 の主要成分および DEAE1 では， 280mμ 吸光成分および糖成分の流
出が一致していた。分画の収量は，重量法で DEAE2 は43%， DEAE 1 は44%であった。
Fr. 2, CM 1, DEAE 1, DEAE 2 を， HD と同時に闘値試験を行なった。 HD の関値濃度に対する
各分画の関値濃度の比の逆数を，各分画の活性指数とすると， Fr.2 では 21. 5 土 0.8 ， CM 1, 22 . 9 土 1.1 ，
DEAE1, 21.4土 0. 5， DEAE 2, 23 . 3 土 1. 4 であって， Fr.2, CM 1, DEAE 2 の順に活性が増加しているこ





DEAE2 の分析値は，乾燥重量に対する労で示すと，糖(アンスロン法，グノレコース当量) 23.0 , 
総N3.4，蛋白 (Folin-Ciocalteau 法，牛血清アノレプミン当量) 9.0, ヘキソサミン (Boas 法，グノレ
コサミン当量) 5.0 であった。総 P は， HD で 0.13%以下であった。
CM 分画， DEAE 分画での P.K. 反応は，大部分の例で CM1， DEAE2 が陽性を呈し， CM2 , 






2. HD を，ゲ、ノレ炉過，イオン交換セ Jレロースクロマトグラフイーで分画を重ね，単位重量当りのア
レノレゲン活性が約10倍強い分画を分離した。しかし，活性指数は忠者によって異なっているので，
アレノレゲンの多様性も考えられる。
3. アレノレゲン活性におよぼす各種化学的処理の影響， クロマトグラフイーによる 280mμ 吸光成
分，糖成分の流出の同時性，ヘキソサミン含量とアレノレゲン活性との相関から，家屋塵アレjレゲン
は糖蛋白結合体であると考えた。
論文の審査結果の要旨
気管支瑞息患者個々の家屋塵中には，共通のアレノレゲンが含まれていることを証明し，クロマトグ
ラフィーによる分画を重ねて，アレjレゲン活性のかなり強い分画を分離して種々の検討を行なった結
果，その性状は糖蛋白であろうことを示している。
このような家屋塵アレノレゲンの精製およびその性状の解明は，気管支瑞息の病因追究を進める基盤
となるもので，本研究の意義は大きい。
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